
6 月 3 日から 7 月 5 日の「行政官のためのジェンダー主流化政策」研修を通し

て、日本での滞在をとても楽しむことができました。日本政府や日本の人々は経

済やテクノロジーの面で世界を牽引し続けており、支援や優秀な人材が揃ってい

ると分かりました。 
ジェンダーの問題に関しては、政府や社会の様々な部門で、優先して推進すべ

き事項のひとつとして捉えられ改善が続けられていました。 
日本政府の方々にお礼を申し上げるとともに、滞在中に温かくまたフレンドリ

ーに接していただき、この研修の成功に尽力いただいた JICA や日本の皆さんに

 

 

 
日本を訪れる前は、新聞や雑誌、テレビのニュースを通じて日本は工業が発達した国と

いうイメージがありましたが、日本人についての知識はあまりありませんでした。 
今回 JICA の病院管理コースの研修に参加し、大変貴重な経験をしました。今後の業務に

役立つ知識だけではなく、滞在中の多くの方々との出会いが一生忘れることのない思い出

になりました。研修中お世話になった研修担当者やコースリーダーは、時には友人となり、

同業者となり、私たちを支えてくださいました。彼らがいてこそ、“桜の花咲く国”、“日出

処の国”がこれほど素晴らしいと思えるのだと感じます。資源の乏しい日本が第二次世界

大戦後のがれきの山から復興することができたのは、国民の知恵、気力、進んだ科学技術

…そして何より人としての優れた本質のおかげだと思います。それらがあってこそ、今の

ような発展した国家を建設することができたのではないでしょうか。 
日本へ心からの敬意を示し、ここで培われた日本とベトナムの友好関係をいつの日か開

花させたいと心から願っています。 


